
震災伝承ネットワーク協議会
国土交通省東北地方整備局・青森県・岩手県・宮城県・福島県・仙台市・復興庁
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東日本大震災・原子力災害伝承館
（福島県双葉郡双葉町）

津波石碑（海嘯記念碑）
（青森県階上町）

津波防災対策
ビューポイント
みるーる天神
（福島県双葉郡楢葉町）

高田松原津波復興祈念公園（岩手県陸前高田市）

震災遺構 浪江町立請戸小学校
（福島県双葉郡浪江町）

みやぎ東日本大震災津波伝承館
（宮城県石巻市）

南三陸町東日本大震災伝承館 南三陸３１１メモリアル
（宮城県本吉郡南三陸町）

震災遺構 仙台市立荒浜小学校（宮城県仙台市若林区）

釜石祈りのパーク（岩手県釜石市）

昭和８年３月３日　大震嘯災記念碑（名振）
（宮城県気仙沼市）

八戸市みなと体験学習館（青森県八戸市）

東日本大震災津波伝承館
（いわてTSUNAMIメモリアル）
（岩手県陸前高田市）

『 　　　　　　　   』の取り組み®

“教訓が、いのちを救う”



　岩手県、宮城県、福島県で整備する復興祈念公園及び青森県、岩
手県、宮城県、福島県、仙台市において整備または整備を今後検討さ
れる震災伝承施設®等を含め、震災伝承をより効果的・効率的に行うた
めにネットワーク化に向けた連携を図り、交流促進や地域創生とあわせ
て、地域の防災力強化に資することを目的に設立されました。
　“教訓が、いのちを救う” をキーワードに、東日本大震災の事実や記
憶、経験や教訓を伝えることで結ばれて新たにできる教訓・伝承の道 
『３．１１伝承ロード®』 の形成を目指しています。

千年に一度と言われる『東日本大震災』
実情と教訓の後世への伝承
将来の災害に備える取り組みの発信

それは、『被災地の責務』それは、『被災地の責務』
東日本大震災は、多くの尊い生命と財産を奪い、私たちに大きな爪痕を残しました。
被災地への思いを風化させることなく、震災での活動で得られた経験と教訓を忘れずに、
多くの方々や後世に伝える取り組みが必要です。

震災伝承ネットワーク協議会

産学官民で取り組むために

組
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成

局長（会長）
企画部長（副会長）
建政部長

県土整備部長
復興防災部長、県土整備部長
復興・危機管理部長、土木部長
企画調整部長、土木部長
まちづくり政策局長、都市整備局長
復興知見班参事官

東北地方整備局

青　　森　　県
岩　　手　　県
宮　　城　　県
福　　島　　県
仙　　台　　市
復　　興　　庁

震災伝承ネットワーク協議会〈発足〉2018年7月
H30

復興加速化会議2019年1月
H31

出席 国土交通大臣、岩手県、宮城県、福島県、仙台市の長

震災伝承検討会〈提言〉2019年3月
H31

出席 学識者、民間業団体、自治体の長

新法人〈発足〉2019年8月
R元

震災伝承ネットワーク協議会に
復興庁が参画

2022年2月
R4

一般財団法人
３.１１伝承ロード®推進機構

官による連携組織立ち上げ
（県際を越え）

『3.11伝承ロード®』の推進を宣言

「3.11伝承ロード®」
形成を目指して

官・民の
共通目標

「産・学・官・民」連携組織を進言
提言に書かれた「期待される震災伝承の取り組み」
●震災伝承施設®の活用　●教訓のアーカイブ化
●防災力の強化　●交流促進による地域活性化



R5.8.31 時点

青森県

福島県

岩手県

宮城県

陸前高田市

陸前高田市立博物館

気仙中学校

タピック45（旧道の駅高田松原）

南三陸町

命のらせん階段（旧阿部家住宅）南三陸町東日本大震災伝承館
南三陸３１１メモリアル

海の見える命の森

気仙沼市

唐桑半島ビジターセンター・
津波体験館

気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館 気仙沼市復興祈念公園

リアス・アーク美術館
「東日本大震災の記録と
津波の災害史」常設展示

石巻市

石巻ニューゼ 東日本大震災メモリアル 
南浜つなぐ館

MEET門脇

東日本大震災慰霊碑
（日和幼稚園被災園児慰霊碑）

がんばろう！石巻看板

石巻市震災遺構門脇小学校

田野畑村

仙台市

震災遺構明戸海岸防潮堤

釜石市

釜石祈りのパーク いのちをつなぐ未来館

東日本大震災　
学習・資料室

NHK仙台拠点放送局

震災遺構仙台市立荒浜小学校

相馬市

相馬市伝承鎮魂祈念館

せんだい3.11
メモリアル交流館

名取市 岩沼市

津波復興祈念資料館　
閖上の記憶

岩沼市千年希望の丘交流センター名取市震災復興伝承館

名取市震災メモリアル公園

三春町

福島県環境創造センター
交流棟「コミュタン福島」

白河市

小峰城

楢葉町

みんなの交流館 
ならはＣＡＮｖａｓ

National Training Center
Jヴィレッジ

松島町

石田沢防災センター

塩竈市

塩竈市津波防災センター

浪江町

震災遺構浪江町立請戸小学校

島越ふれあい公園

八戸市

八戸市みなと体験学習館

大槌町

大槌町文化交流センター 
おしゃっち山田町

山田町まちなか交流センター

野田村

野田村復興展示室

双葉町

東日本大震災・原子力
災害伝承館

富岡町

ふたばいんふぉ とみおかアーカイブ・ミュージアム

大船渡市

大船渡市立博物館

大船渡市魚市場

羅賀ふれあい公園

山元町

山元町防災拠点・山下地域
交流センター

山元町震災遺構
中浜小学校

中浜小学校震災モニュメント
「3月11日の日時計」

遠野市

3.11東日本大震災
遠野市後方支援資料館

久慈市

久慈地下水族科学館
もぐらんぴあ

宮古市

津波遺構たろう観光ホテル

宮古市市民交流センター
防災プラザ

田老防潮堤

震災メモリアルパーク中の浜

たろう潮里ステーション

宮城県
（石巻市）

石巻南浜津波復興祈念公園

東日本大震災津波伝承館
（いわてTSUNAMIメモリアル）
東日本大震災津波伝承館
（いわてTSUNAMIメモリアル）

岩手県（陸前高田市）

高田松原津波復興祈念公園

いわき市

アクアマリンふくしま いわき市ライブいわきミュウじあむ
 「3.11いわきの東日本大震災展」

いわき市地域防災交流センター 
久之浜・大久ふれあい館

いわき震災伝承みらい館

石巻市震災遺構大川小学校

３･
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東松島市

東松島市東日本大震災
復興祈念公園

福島県（双葉町・浪江町）

福島県における復興祈念公園

震災伝承施設®の登録状況

教訓が、いのちを救う　3.11伝承ロード®の取り組み

施設数（件）
分類の内訳

第3分類
青森県内
岩手県内
宮城県内

（うち仙台市）
福島県内
合　計

11
126
 161 
（24）
43
341

1
22
30
（4）
13
66

5
34
53

（10）
25
117

5
70
78

（10）
5
158

第2分類 第1分類

R5.8.31時点

3.11伝承ロード®とは
　東日本大震災の被災地には、被害の実情や教訓を伝える震災伝承施設®が数多くあります。「3.11伝承ロード®」とは、これらの施設
をネットワーク化し、防災に関する「学び」や「備え」を国内外に発信することで震災を風化させず、後世に伝え続けていく取り組みのこと
をいいます。取り組みにより多様な方が訪れる機会を創出することで、防災力の向上（教訓の伝承）や地域の活性化（学びの対流）を
はかることを目標としています。

震災伝承施設
一覧はこちらから



　「震災伝承施設®」 の標章（ピクトグラム®）を用いて、統一的な情報発信や、来訪される方々が円滑に目的地に到達できるよう、標章を
使用した道路案内標識の整備を推進しています。

「震災伝承施設®」の標章（ピクトグラム®）

※「震災伝承施設®の標章（ピクトグラム®）」の使用には条件があります。
　詳しくは震災伝承ネットワーク協議会事務局にお問い合わせください。

　東日本大震災の被災地には、被害の実情や教訓を伝える“もの”や”建物”がたくさんあります。
　例えば、昔の人の教えが刻まれた『津波石碑』や、被災した建物をそのまま残している『震災遺構』、当時の映像・写真を展示して
いる『伝承館』などです。
　このような、東日本大震災から得られた実情、教訓を伝承する施設を『震災伝承施設®』として登録しています。

下記の項目のいずれか一つ以上に該当
する施設。
●災害の教訓が理解できるもの
●災害時の防災に貢献できるもの
●災害の恐怖や自然の畏怖（いふ）を理解できるもの
●災害における歴史的・学術的価値があるもの
●その他、災害の実情や教訓の伝承と認められるもの

第1分類の条件を満たし、かつ、公共交通
機関等の利便性が高い、近隣に有料又
は無料の駐車場がある等、来訪者が訪問
しやすい施設。

第1分類 第2分類

岩手県釜石市 岩手県野田村 米田歩道橋の一部

第2分類の条件を満たし、かつ、案内員の
配置や語り部活動等、来訪者の理解しや
すさに配慮している施設。

第3分類

岩手県宮古市 津波遺構 たろう観光ホテル

3.11伝承ロード®具体的な取り組み
震災伝承施設®の募集・登録、ピクトグラム®を用いた施設案内

伝承技術等のアーカイブ化、防災教育 等

復興に向けた地方創生、支援　

▲パネル等による伝承活動（震災対策技術展）▲映像アーカイブ（例：震災で活躍した建設業） ▲教訓を伝える授業（中学・高校での防災教育）

▲伝承施設入りイラストマップ（地域観光パンフに活用）

東北地方整備局

インフラ説明

伝承
ツーリズム 自治体

バス等手配等

観光業

津波伝承館の展示説明

▲国・自治体・観光業界との連携（イメージ） ▲防災推進国民大会2022（パネル展示）



　東日本大震災による犠牲者への追悼と鎮魂や、震災の記憶と教訓の後世への伝承とともに、
国内外に向けた復興に対する強い意志の発信のため、復興祈念公園を整備しています。
　「３．１１伝承ロード®」のゲートウェイである復興祈念公園を核として、各地の震災伝承施設®と
広域ネットワークを形成し、防災力向上と地域活性化につなげていきます。

①高田松原津波復興祈念公園（陸前高田市）

東日本大震災津波伝承館

②石巻南浜津波復興祈念公園（石巻市）

みやぎ東日本大震災津波伝承館

③福島県復興祈念公園（浪江町・双葉町）

福島県復興祈念公園イメージパース

青森県

岩手県

宮城県山形県

福島県

秋田県

❷
宮城県石巻市

❸
福島県双葉郡
浪江町・双葉町

❶
岩手県
陸前高田市

東日本大震災・
原子力災害伝承館

海岸防災林

追悼と鎮魂の丘

国営追悼・祈念施設
福島県が整備する
復興祈念公園

復興祈念公園と
国営追悼・祈念施設

東日本大震災からの復興の象徴

復興祈念公園と
国営追悼・祈念施設

東日本大震災からの復興の象徴



～防災力の向上、地域活性化に向けて～

東日本大震災の被災地が伝える

『学び』や『備え』
発行・お問合せ先

震災伝承ネットワーク協議会事務局
（国土交通省東北地方整備局企画部）

〒980-8602 宮城県仙台市青葉区本町3丁目3番1号 仙台合同庁舎B棟

TEL：022-225-2171　FAX：022-221-9890
お問い合わせ：thr-densho@mlit.go.jp

震災伝承ネットワーク協議会　Ｗｅｂサイトのご案内

活動状況や震災伝承施設®の概要などぜひご覧ください。
（https://www.thr.mlit.go.jp/shinsaidensho/index.html）

2023.9

青森県防災ハンドブック
｢あおもりおまもり手帳｣

※県庁ホームページに掲載

いわて震災津波アーカイブ～希望～
20万点を超える震災津波関連資料
を公開しています。防災活動や教育現
場での防災教育、復興ツーリズム・震
災学習など様々な場面でぜひご活用
ください。

みやぎオンライン伝承館
ドローン映像や、全周囲を撮影できる
360度カメラを使った動画などを通して、
「みやぎ東日本大震災津波伝承館」やそ
の周辺の石巻市南浜地区・門脇地区を
巡る疑似体験ができるコンテンツです。

新たなメモリアル施設整備に
向けた検討を進めています

仙台はじまりの地である青葉山エリアを建設予定地とし、文
化芸術の総合拠点となる音楽ホールと、災害文化の創造
拠点となる中心部震災メモリアル拠点を複合整備します。

東日本大震災の経験はもとより数々の災
害を乗り越えてきたまちづくりの歴史や知
見を基盤に、文化芸術とも連携し、未来を
より良く生きる文化を創造し続ける施設を
目指しています。

るるぶ特別編集
東日本大震災伝承施設ガイド

青森県（八戸市）、岩手県、宮城県及び
福島県の４県にある震災伝承施設®か
ら駐車場等があり、館内案内や語り部
等のいるものを中心に75施設について
紹介しています。

福島県内１３の震災伝承施設®を紹介するＷＥＢサイトです。

福島県の復興のあゆみや、課題についてまとめた冊子です
ので、ぜひご覧ください。

青森県 岩手県 宮城県

仙台市

東北地方整備局

福島県 復興庁

●災害が起きた時に
　「どうやって自分の命を守るのか」
●ふだんから
　「どうやって災害に
　備えたらよいのか」
　などについて分かり
　やすくまとめたもの

東日本大震災伝承施設ガイド
復興庁・JTB「るるぶ特別編集」

現地に足を運んで、東日本大震災の
教訓から災害を知り、備えを学ぶ

3.11の記憶と教訓を学び、明日へ伝える

東日本大震災

Densho
Shisetsu

Guide

伝承施設ガイド

青森県 岩手県

宮城県 福島県

4県75施設をご紹介 「詳細ガイド」

語り部の言葉であの日を知る 「震災を学ぶたび」

被災地を訪ね、東北を巡ろう 「1DAYモデルコース」

いのちを守るためにできること 「コラム 防災のススメ」

詳細MAP付

■ 「復興の標（しるべ）」 村上 真さん／撮影地：岩手県陸前高田市 高田町 高台3　■ 「自分らしく」 ゆずさん／撮影地：宮城県山元町 ひまわり畑
■ 「復興を願う」 柏舘 健さん／撮影地：福島県双葉郡 浪江町請戸漁港　

1

2

3

つ な げ よ う  次 の 未 来 へ

https://www.newtohoku.org/https://www.reconstruction.go.jp/ https://www.thr.mlit.go.jp/shinsaidensho/network.html

●本誌掲載のデータは2023年1月現在のものです。発行後にデータが変更になる場合がありますので、お出かけ
の際には電話等で事前に確認されることをおすすめいたします。なお、本誌掲載内容による損害等は、補償いたし
かねますので、あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。●本誌掲載の料金は原則として取材時点で確
認した消費税込みの料金です。●定休日は原則として年末年始・お盆休み・ゴールデンウイークを省略しています。
●利用時間は特記以外原則として開館～閉館です。入館時間は通常閉館の30分～1時間前ですのでご注意
ください。●交通情報については天災の影響や季節などにより変動する場合がありますので、お出かけの際には
各交通機関にお問合せください。●新型コロナウイルス感染症対策として、各施設の営業時間や定休日、提供
するサービスなどに変更が生じている可能性があります。各施設へお問合せのうえ、お出かけください。

本誌に掲載した地図にあたっては、国土地理院数値地図（国土基本情報）を加工。

発行…復興庁
企画・編集・制作…株式会社JTBパブリッシング
©2023復興庁／JTB Publishing,Inc. All Rights Reserved.

取材・編集
撮影・写真
イラスト
協力

ジェンティーレ恵/MOVE/阿部真奈美/加藤貴伸/桑田英彦
北村美和子/ジェンティーレ恵/桂嶋啓子/関係各市町村・施設/Adobe Stock
ico.
震災伝承ネットワーク協議会
（東北地方整備局、青森県、岩手県、宮城県、福島県、仙台市、復興庁）

震災伝承ネットワーク協議会は、震災伝承をより効果的・効率的に行うためにネットワー
ク化に向けた連携を図り、”教訓が、いのちを救う”をキーワードに交流促進や地域創生と
あわせて、地域の防災力強化に資することを目的に活動しています。

復興庁では、東日本大震災の被災地において実施されている地域課題を解
決し、自律的で持続的な地域社会を目指す「新しい東北」の創造に向けた取
組みについて、被災地内外への情報発信・普及展開等に取り組んでいます。

震災伝承ネットワーク協議会
（東北地方整備局、青森県、岩手県、宮城県、福島県、仙台市、復興庁）
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※「震災伝承施設」、「3.11伝承ロード」、
　　 は国土交通省東北地方整備局の登録商標です。

特
別
編
集

東
日
本
大
震
災
伝
承
施
設
ガ
イ
ド

つ
な
げ
よ
う
次
の
未
来
へ

伝承ロード _表 1-4　　23.03.17 念 校6.4mm

2
0
2
3
.0
3
.1
7

（1
1
:1
8
:0
8

）

2
0
2
3
.0
3
.1
7

（1
1
:1
8
:0
8

）

写真、動画、３Dデータなどご覧いただけるほか
震災遺物の貸し出し※なども行っています。
（※貸し出しにかかる送料等は申請者のご負担となります）

東北地方整備局

震災伝承館 東北地方整備局
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